
現状値

目標値

事業実施主体 陸前高田市

別表（別記様式第11号関係）

水産業強化支援事業事後評価報告書

作成部署名
岩手県農林水産部水産振興課

政策目的 漁港機能の高度化

政策目標 漁港機能高度化目標
30-6、31-6

※計画書記載の事業No.

実施地区名 岩手県陸前高田市根岬地区

実施期間及び目標年度

実施期間 目標年度

平成30年度～31年度 令和４年度

交付金額 17,965,600円

事業計画の内容 船揚場（滑り材設置）Ｌ＝100.0ｍ

評

価

成果目標
漁船の上下架時間等の短縮（1回当たり10分の削減）
(20分/隻・回→10分/隻・回）

上下架作業時間　 6分/隻・回(令和４年度末時点）

上下架作業時間　10分/隻・回(令和４年度末)

（４）評価機関への意見等

今後の改善方向等に関する分析

（１）現状値の説明

　船揚場の整備により、漁船の上下架時間の短縮が図られ、漁業作業の効率化につな
がった。
　また、滑り材の設置により、足を滑らせることが少なくなり安全性が向上した。
　当初の計画どおりに施設が利用されており、目標値を上回った。（達成率140％）

（２）地域への経済効果
（ハード事業のみ）

  本事業で船揚場が整備されたことにより、漁業作業の軽労化が図られるとともに、
漁業作業の効率化に係る人的コストの削減等の経済効果が得られた。

（３）所見

　船揚場の整備により、漁業作業の効率化及び安全性の向上が図られている。
　目標を達成しており、今後も施設が有効に利用されることが期待される。



現状値

目標値

ホタテガイ養殖生産量　　109,412kg（令和４年度末時点）

ホタテガイ養殖生産量　　103,827kg（令和４年度末）

水産業強化支援事業事後評価報告書

令和４年度平成31年度

9,500,000円

震災前と比べ、ホタテガイ養殖生産者及び生産量が減少していることから、新規就業
者の定着及びホタテガイ養殖生産量を回復させるため、新たに養殖施設を整備し、漁
業者の所得向上を図るもの。

ホタテガイ養殖生産量の増加（12,459kg/年の増加）

　秋サケやサンマ等主要魚種の不漁により、地元水産加工事業者の原料確保が困難と
なっている中、養殖施設の整備によるホタテガイ養殖生産量の増加は、水産加工事業
者の原料確保に資するとともに、漁業者の経営の安定化につながっている。

　養殖施設の整備により、ホタテガイ養殖生産量の増加につながった。
　当初の計画どおりに施設が利用されており、目標値を上回った。（達成率105％）

政策目標

成果目標

事業計画の内容

目標年度実施期間

作成部署名
岩手県農林水産部水産振興課

31-2
※計画書記載の事業No.

水産資源の持続的な利用・管理の推進

資源増養殖目標

別表（別記様式第9号関係）

宮古漁業協同組合

岩手県宮古市宮古地区

今後の改善方向等に関する分析

　養殖施設の整備により、ホタテガイ養殖の増産体制が構築され、養殖生産量が増加
したことにより地域水産業の復興に大きく寄与している。
　目標を達成しており、今後も施設が有効に利用されることが期待される。

政策目的

交付金額

評

価

（１）現状値の説明

（２）地域への経済効果
（ハード事業のみ）

（３）所見

（４）評価機関への意見等

実施期間及び目標年度

実施地区名

事業実施主体
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